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は
じ
め
に

　

後
嵯
峨
院
時
代
に
は
、『
続
後
撰
和
歌
集
』、『
続
古
今
和
歌
集
』

の
二
つ
の
勅
撰
集
が
撰
集
さ
れ
た
が
、後
者
が
撰
集
さ
れ
た
年（
文

永
二
年
）
に
集
中
的
に
催
さ
れ
た
様
々
な
公
的
和
歌
行
事
の
一
つ

に
、『
八
月
十
五
夜
歌
合
』
が
あ
る
。

　

井
上
宗
雄
氏
を
は
じ
め
諸
氏
に
よ
っ
て
当
該
歌
合
の
概
要
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
題
の
構
成
や
、
出
詠
歌
、
判
詞
等
の
細
か
な

分
析
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
れ
程
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

尾
道
大
学
中
世
文
藝
研
究
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月

に
藤
原
為
家
が
初
め
て
判
者
を
勤
め
た
と
目
さ
れ
る
寛
元
元

（
一
二
四
三
）
年
『
河
合
社
歌
合
』
の
注
釈
成
果
を
公
刊
し（

１
）、
あ

ら
た
に
当
該
歌
合
の
注
釈
を
進
め
て
い
る（

２
）。
本
稿
で
は
、
最
初
の

「
未
出
月
」
題
の
注
釈
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
も
交
え
て
、
当

該
歌
合
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
　
　

一
　
文
永
二
年
に
お
け
る
当
該
歌
合
の
位
置

　

井
上
氏
は
、「（
文
永
二
年
の
・
稿
者
注
）
す
べ
て
の
和
歌
的
催

し
は
、
十
二
月
に
完
成
す
る
続
古
今
集
に
向
っ
て
放
た
れ
た
」
も

の
で
、
そ
の
中
で
当
該
歌
合
は
「
最
上
級
の
歌
人
を
よ
り
す
ぐ
っ

た
絢
爛
た
る
晴
儀
歌
合
」
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る（

３
）。

ま
た
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
渡
さ
れ
た
上
で
以
下
の
よ
う
な
指
摘
も

さ
れ
て
い
る
。

　

八
月
十
五
夜
歌
合
は
、
前
関
白
良
実
・
関
白
実
経
・
前
太
政

大
臣
公
相
・
右
大
臣
基
平
ら
が
加
わ
り
、
晴
の
歌
合
で
あ
る
こ
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と
が
知
ら
れ
る
。
賢
阿
や
行
実
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
基
家
・

寂
西
ら
著
名
歌
人
、
専
門
家
と
し
て
将
来
立
つ
べ
き
隆
博
も
お

り
、晴
の
会
と
し
て
力
の
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
良
教
・
法
印
実
伊
・
土
御
門
院
小
宰
相
・
院
中
納
言（
親
子
）・

帥
は
建
長
八
年
百
首
歌
合
の
作
者
で
あ
り
、
高
定
は
真
観
の
子

で
あ
り
、
真
観
側
の
勢
力
の
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

確
か
に
、
顔
ぶ
れ
を
み
て
も
、「
晴
の
会
」
と
し
て
の
性
格
が

看
取
さ
れ
る
し
、
ま
た
単
純
に
出
詠
歌
人
数
を
み
て
も
、『
白
河

殿
七
百
首
』
─
二
十
一
名
、『
文
永
二
年
七
月
歌
合
』
─
十
三
名
、

当
該
歌
合
─
三
十
二
名
、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
─
二
十
名
と
、

人
数
だ
け
な
ら
、『
井
蛙
抄
』
が
「
文
永
亀
山
殿
五
首
歌
合
、
近

比
厳
重
公
宴
な
り
き
」
と
記
し
、ま
た
『
増
鏡
』
が
「
厳
重
公
宴
」

と
し
て
特
筆
す
る
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
を
も
上
回
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

で
は
、
当
該
年
末
に
奏
覧
さ
れ
た
『
続
古
今
和
歌
集
』
と
の
関

わ
り
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
当
該
歌
合
出
詠
歌
の
他
書
所
伝
に
つ
い

て
、
少
々
煩
雑
と
な
る
が
そ
の
全
て
を
掲
出
し
て
お
こ
う
。

【
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
『
歌
合
』
他
書
所
伝
一
覧
】

〔
未
出
月
〕

○
一
番

〈
左
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
八
三
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

の
歌
合
に
、
未
出
月
」・
太
上
天
皇

お
ほ
ぞ
ら
の
く
も
も
の
こ
さ
ず
ふ
き
な
し
て
か
ぜ
も
つ
き
ま
つ
け

し
き
な
る
か
な

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
二
・「
続
古
」・
太
上

天
皇

お
ほ
空
の
雲
も
残
ら
ず
吹
き
な
し
て
風
も
月
待
つ
け
し
き
な
る
か

な〈
右
歌
〉

『
為
家
集
』
秋
・
六
一
六
・「
未
出
月
同
二
年
八
月
十
五
夜
仙
洞
五

首
歌
合
」

白
妙
に
光
ぞ
匂
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は
の
雲

『
拾
遺
風
体
和
歌
集
』
秋
歌
・
一
一
四
・「
未
出
月
」・
為
家
卿

白
た
へ
に
ひ
か
り
ぞ
に
ほ
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は

の
雲

○
三
番

〈
右
歌
〉

『
人
家
和
歌
集
』
式
乾
門
院
御
匣
廿
二
首
・
三
五
七
・「
文
永
二
年

八
月
十
五
夜
五
首
歌
合
に
、
未
出
月
」

ま
つ
程
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
い
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
七
九
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

歌
合
に
、
未
出
月
」・
式
乾
門
院
御
匣

待
つ
ほ
ど
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
い
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
三
・「
続
拾
」・
式
乾
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門
院
御
匣

待
つ
ほ
ど
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
出
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

○
七
番

〈
右
歌
〉

『
続
千
載
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
三
七
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

五
首
歌
合
に
、
未
出
月
と
云
ふ
こ
と
を
」・
権
中
納
言
公
雄

里
人
の
を
し
む
こ
こ
ろ
は
し
ら
ね
ど
も
山
の
あ
な
た
の
月
ぞ
ま
た

る
る

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
四
・「
続
千
」・
権
中

納
言
公
雄

里
人
の
を
し
む
心
は
し
ら
ね
ど
も
山
の
あ
な
た
の
月
ぞ
ま
た
る
る

○
十
三
番

〈
右
歌
〉

『
人
家
和
歌
集
』
鷹
司
院
帥
卅
五
首
・
四
二
九
・「
文
永
二
年
八
月

十
五
夜
歌
合
に
、
未
出
月
」

如
何
に
し
て
誰
ゆ
ゑ
な
ら
ぬ
な
が
め
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
に
し

ら
れ
ん　

○
三
十
一
番

〈
左
歌
〉

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
九
九
・「（
題
し
ら
ず
）」・
普
光

園
入
道
前
関
白
左
大
臣

出
づ
る
よ
り
光
ぞ
し
る
き
秋
の
月
く
も
ら
ぬ
御
代
の
行
末
の
空

○
三
十
二
番

〈
右
歌
〉

『
為
家
集
』
秋
・
六
二
〇
・「
初
昇
月
文
永
二
」

い
づ
る
よ
り
月
に
ぞ
し
る
き
三
笠
山
光
さ
し
そ
ふ
秋
の
な
か
ば
は

〔
停
午
月
〕

○
三
十
三
番

〈
右
歌
〉

『
為
家
集
』
秋
・
六
二
一
・「
停
午
月
」

す
み
の
ぼ
る
空
に
は
か
げ
も
か
た
ぶ
か
で
秋
の
最
中
の
月
ぞ
久
し

き○
四
十
五
番

〈
右
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
九
九
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

の
歌
合
に
、
停
午
月
」・
鷹
司
院
帥

み
づ
の
お
も
に
か
ぞ
へ
し
秋
の
つ
き
み
れ
ば
そ
ら
に
も
い
ま
ぞ
な

か
ば
な
り
け
る

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
停
午
月
・
四
〇
二
〇
・「
続
古
」・
鷹
司

院
帥

水
の
面
に
か
ぞ
へ
し
秋
の
月
み
れ
ば
空
に
も
今
ぞ
な
か
ば
な
り
け

り○
四
十
六
番

〈
左
歌
〉

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
九
〇
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

歌
合
に
、
停
午
月
」・
従
二
位
行
家
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い
ま
こ
そ
は
い
た
井
の
水
の
そ
こ
ま
で
も
の
こ
る
く
ま
な
く
月
は

す
み
け
れ

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
停
午
月
・
四
〇
二
一
・「
続
拾
」・　

従

三
位
行
家

今
こ
そ
は
板
ゐ
の
水
の
そ
こ
ま
で
も
残
る
く
ま
な
く
月
は
す
み
け

れ〔
漸
傾
月
〕

○
五
十
三
番

〈
左
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
三
一
・「（
文
永
二
年
八
月
十
五

夜
歌
合
に
、
漸
傾
月
を
）」・
参
議
資
平

わ
き
て
な
ほ
ふ
け
ゆ
く
か
げ
の
さ
や
け
き
は
に
し
こ
そ
秋
と
つ
き

や
す
む
ら
ん

○
五
十
四
番

〈
左
歌
〉

『
和
漢
兼
作
集
』
秋
歌
下
・
八
〇
九
・「
漸
傾
月
」・
前
権
中
納
言

藤
原
高
定

い
つ
の
ま
に
ふ
け
ぬ
る
か
げ
ぞ
は
る
る
夜
の
月
は
行
く
と
も
見
え

ぬ
も
の
か
ら

○
六
十
三
番

〈
右
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
三
〇
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜

歌
合
に
、
漸
傾
月
を
」・
前
太
政
大
臣

な
が
き
よ
は
い
つ
の
人
ま
に
ふ
け
ぬ
ら
ん
め
か
れ
ぬ
月
ぞ
に
し
に

な
り
ゆ
く

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
漸
傾
月
・
四
〇
二
五
・「
続
古
」・
前
太

政
大
臣

な
が
き
よ
は
い
つ
の
人
ま
に
更
け
ぬ
ら
ん
め
か
れ
ぬ
月
ぞ
に
し
に

成
行
く

○
六
十
四
番

〈
右
歌
〉

『
為
家
集
』
秋
・
六
二
五
・「
漸
傾
月
同
二
」

露
を
お
も
み
も
と
く
立
行
く
萩
が
え
の
お
な
じ
か
げ
に
も
や
ど
る

月
か
な

〔
欲
入
月
〕

○
六
十
五
番

〈
左
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
三
二
・「
欲
入
月
」・
太
上
天
皇

あ
り
あ
け
の
そ
ら
に
ぞ
に
た
る
や
ま
の
は
に
い
り
か
か
り
ぬ
る
つ

き
の
お
も
か
げ

　

全
一
六
〇
首
中
、勅
撰
集
に
は
九
首
入
集
し
て
い
る
（
約5.6%

）。

内
訳
を
見
る
と
、『
続
古
今
和
歌
集
』（
藤
原
為
家
、
真
観
、
藤
原

行
家
、藤
原
家
良
、藤
原
基
家
撰
）
五
首
、『
続
拾
遺
和
歌
集
』（
二

条
為
氏
撰
）
二
首
、『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
二
条
為
世
撰
）
一
首
、『
続

千
載
和
歌
集
』（
二
条
為
明
撰
）
一
首
、
と
、
直
近
の
勅
撰
集
で

あ
る
『
続
古
今
和
歌
集
』
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
勅
撰
集
の
撰
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集
資
料
に
も
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、『
続
古
今
和
歌
集
』、

『
続
拾
遺
和
歌
集
』は
当
該
歌
合
出
詠
者
が
撰
者
で
あ
る
ほ
か
、『
続

拾
遺
和
歌
集
』
以
下
に
入
集
し
た
勅
撰
集
は
い
ず
れ
も
二
条
派
歌

人
が
撰
者
を
勤
め
て
お
り
、
京
極
派
歌
人
が
撰
じ
た
『
玉
葉
和
歌

集
』、『
風
雅
和
歌
集
』
に
は
当
該
歌
合
か
ら
の
入
集
が
み
え
な
い

の
は
注
意
さ
れ
る
。

　

次
に
入
集
歌
人
に
注
目
す
る
と
、『
続
古
今
和
歌
集
』
─
後
嵯

峨
院
（
二
首
）、
鷹
司
院
帥
、
資
平
、
公
相
、『
続
拾
遺
和
歌
集
』

─
式
乾
門
院
御
匣
、
行
家
、『
続
千
載
和
歌
集
』
─
公
雄
、『
新
拾

遺
和
歌
集
』
─
良
実
、
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
勅
撰
集
で
も

概
ね
派
閥
等
の
偏
り
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
御
子
左

派
歌
人
の
入
集
が
み
え
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た

い
。

　

そ
の
他
、勅
撰
集
以
外
で
は
『
人
家
和
歌
集
』
に
は
二
首
が
、『
和

漢
兼
作
集
』
に
は
一
首
が
入
集
し
て
い
る
。
こ
の
内
前
者
は
、『
続

古
今
和
歌
集
』
の
追
加
撰
者
の
一
人
、九
条
行
家
が
撰
ん
で
い
る
。

入
集
し
て
い
る
の
は
鷹
司
院
帥
と
式
乾
門
院
御
匣
の
詠
で
、
式
乾

門
院
御
匣
の
詠
は
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
。
ま

た
、『
和
漢
兼
作
集
』
に
は
高
定
の
詠
が
入
集
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
後
の
時
代
で
は
冷
泉
為
相
が
撰
ん
だ
『
拾
遺
風
体
和
歌

集
』
に
一
首
入
集
し
て
い
る
。『
拾
遺
風
体
和
歌
集
』
は
、「
為
相

関
係
者
と
庶
幾
す
る
歌
風
を
考
慮
し
て
」（『
和
歌
大
辞
典
』）お
り
、

当
該
歌
合
か
ら
入
集
し
て
い
る
の
も
為
家
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　

二
　
歌
題
の
構
成

　

次
に
歌
題
を
み
て
お
こ
う
。
当
該
歌
合
は「
未
出
月
」「
初
昇
月
」

「
停
午
月
」「
漸
傾
月
」「
欲
入
月
」
の
五
題
で
全
て
月
に
関
連
し

た
設
題
と
な
っ
て
い
る
。
単
に
「
月
」
が
歌
題
に
含
ま
れ
て
い
る

だ
け
の
も
の
は
除
き
、「
月
」
を
中
心
に
設
題
し
た
歌
合
を
み
て

み
る
と
、

・
天
喜
五
年
九
月
『
六
条
斎
院
歌
合
』「
九
月
十
三
夜
」

・
大
治
五
年
九
月
一
三
日
『
殿
上
蔵
人
歌
合
』「
禁
中
月
」「
野
経

月
」「
海
上
月
」「
寄
月
祝
」「
寄
月
恋
」

・
承
安
三
年
『
三
井
寺
山
家
歌
合
』「
春
月
」「
夏
月
」「
秋
月
」

「
冬
月
」「
初
恋
」

・
建
治
二
年
八
月
十
五
夜
『
撰
歌
合
』「
月
多
秋
友
」「
月
前
松

風
」「
月
下
擣
衣
」「
海
辺
秋
月
」「
湖
上
月
明
」「
古
寺
残
月
」

「
深
山
暁
月
」「
野
月
露
涼
」「
田
家
見
月
」「
河
月
似
氷
」

・
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
『
名
所
月
歌
合
』「
名
所
月
』

・
建
治
元
年
九
月
一
三
日
夜
『
摂
政
家
月
十
首
歌
合
』「
十
三
夜

晴
」「
松
月
出
山
」「
月
照
籬
菊
」「
庭
月
間
虫
」「
旅
雁
叫
月
」

「
月
下
擣
衣
」「
寄
月
忍
恋
」「
寄
月
忘
恋
」「
月
前
感
思
」「
月

前
祝
言
」

・
永
仁
五
年
八
月
十
五
夜
『
歌
合
』「
寄
月
秋
」「
寄
月
恋
」「
寄

月
雑
」

等
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
「
月
」
を
中
心
に
歌
題
を
構
成
す
る
歌
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合
は
基
本
的
に
「
八
月
十
五
夜
」
「
九
月
十
三
夜
」
に
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
自
明
の
事
な
が
ら
催
行

さ
れ
た
八
月
十
五
夜
は
最
も
月
が
美
し
い
日
と
言
わ
れ
、
そ
の
日

に
「
月
」
を
歌
題
に
し
た
と
い
う
の
は
ま
さ
に
当
季
に
沿
っ
た
設

題
と
い
え
る
。

　

一
方
、
こ
れ
も
既
に
自
明
の
こ
と
だ
が
、
当
該
歌
合
の
設
題

は
、「
未
出
月
」「
初
昇
月
」「
停
午
月
」「
漸
傾
月
」「
欲
入
月
」
と
、

月
の
出
以
前
か
ら
月
が
入
る
ま
で
、
と
い
う
月
の
運
行
に
沿
っ
た

設
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
す
る
歌
合
の
設
題
を
確
認
す
る
と
、「
朝
」「
昼
」「
夜
」

の
よ
う
に
一
日
の
推
移
を
歌
題
に
し
た
例
や
、「
恋
」
に
焦
点
を

当
て
て
恋
の
推
移
を
念
頭
に
置
い
た
設
題
は
み
え
る
も
の
の
、
当

該
歌
合
の
よ
う
に
「
月
」
の
み
に
着
目
し
、
月
の
運
行
を
歌
題
に

し
た
例
は
歌
合
に
は
み
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
例
え
ば
『
秋
篠
月

清
集
』
や
『
拾
遺
愚
草
』
に
以
下
の
よ
う
な
詠
が
み
え
る
の
で
あ

る
（
引
用
本
文
は
「
私
家
集
大
成
」
に
拠
る
）。

『
秋
篠
月
清
集
』
上
・
秋
部
・
一
一
九
二
～
一
一
九
六

　
　
　

月
歌
五
首
よ
み
け
る
に

　
　
　

未
出
月

　

や
す
ら
ひ
に
や
ま
こ
え
や
ら
ぬ
な
か
月
の　

月
ま
ち
く
ら
す
そ

て
の
し
ら
つ
ゆ

　
　
　

初
昇
月

　

や
ま
か
け
の
み
つ
に
ひ
か
り
も
み
ち
ぬ
ら
む　

み
ね
を
は
な

る
ゝ
秋
の
よ
の
月

　
　
　

停
午
月

　

秋
の
よ
も
ふ
け
ぬ
る
ほ
と
は
の
こ
り
け
り　

し
は
し
い
そ
く
な

月
の
ゆ
く
す
ゑ

　
　
　

漸
傾
月

　

た
ち
い
て
ゝ
な
か
む
る
か
た
そ
か
は
り
ぬ
る　

ね
ぬ
よ
の
月
の

か
せ
に
ま
か
せ
て

　
　
　

入
後
月

　

な
を
う
き
は
く
も
ら
ぬ
な
の
み
の
こ
る
よ
の　

月
は
と
ま
ら
ぬ

あ
か
月
の
や
ま

『
拾
遺
愚
草
』
下
・
部
類
歌
・
秋
、
二
二
七
五
～
二
二
七
九

　
　
　

建
久
七
年
九
月
十
三
夜
内
大
臣
家
、
未
出
月

　

秋
の
空
月
は
こ
よ
ひ
と
は
ら
ふ
也　

光
さ
き
た
つ
峯
の
ま
つ
か

せ
　
　
　

初
昇
月

　

さ
し
の
ほ
る
み
か
さ
の
山
の
峯
か
え
に　

又
た
く
ひ
な
く
さ
や

か
な
る
月

　
　
　

停
午
月

　

秋
の
月
な
か
は
の
空
の
な
か
は
に
て　

光
の
う
へ
に
光
そ
ひ
け

り
　
　
　

漸
傾
月

　

物
こ
と
に
秋
の
哀
は
か
す
そ
ひ
て　

空
行
月
の
西
そ
す
く
な
き

　
　
　

入
後
月
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月
は
さ
そ
雪
た
に
の
こ
る
比
な
ら
は　

そ
れ
と
も
み
ま
し
み
ね

の
曙

　

こ
れ
ら
は
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
九
月
十
三
夜
に
藤
原
良
経

邸
で
催
さ
れ
た
歌
会
で
の
詠
で
あ
る
。
当
該
歌
合
と
比
較
す
る
と

最
終
題
の
み
が
「
欲
入
月
」（
当
該
歌
合
）
と
「
入
後
月
」
で
や

や
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、他
の
四
題
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。

即
断
は
出
来
な
い
が
、
当
該
歌
合
の
設
題
は
、
こ
の
歌
会
に
拠
っ

た
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
位
藤
邦
生
氏
は
、
当
該
歌
合
六
番
や

六
十
一
番
の
判
詞
で
、『
秋
篠
月
清
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
と
の

似
通
い
が
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
一
番
歌
「
お
ほ
空
の
雲
を

の
こ
さ
す
ふ
き
な
し
て
風
も
月
ま
つ
け
し
き
な
る
哉
」（
後
嵯
峨

院
）、「
し
ろ
た
へ
に
ひ
か
り
そ
に
ほ
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち

の
山
の
は
の
雲
」（
為
家
）
の
趣
向
が
「
秋
の
空
月
は
こ
よ
ひ
と

は
ら
ふ
也　

光
さ
き
た
つ
峯
の
ま
つ
か
せ
」と
詠
ん
だ
定
家
の「
う

つ
し
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、「
本
歌
合
の
注
釈
に
あ
た
っ

て
は
、
定
家
歌
、
良
経
歌
と
の
関
係
に
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

４
）。

　
　
　

三
　
番
の
配
列

　

当
該
歌
合
で
は
【
別
表
】
に
示
し
た
よ
う
に
、「
未
出
月
」
は

後
嵯
峨
院
・
為
家
の
組
み（
一
番
）か
ら
始
ま
り
具
氏
・
隆
博（
十
六

番
）
で
終
わ
る
と
、
次
の
「
初
昇
月
」
で
は
具
氏
・
隆
博
（
十
七

番
）
か
ら
始
ま
り
、
後
嵯
峨
院
・
為
家
（
三
十
二
番
）
の
組
み
で

終
わ
る
。
以
下
、
最
終
題
ま
で
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

類
似
し
た
例
に
嘉
応
二
年
『
住
吉
社
歌
合
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

嘉
応
二
年
『
住
吉
社
歌
合
』
は
「
社
頭
月
」「
旅
宿
時
雨
」「
述
懐
」

か
ら
成
る
歌
合
で
、
最
終
題
「
述
懐
」
の
み
は
当
該
歌
合
と
も
異

な
っ
て
い
る
が
、
前
半
二
題
は
当
該
歌
合
と
同
じ
く
、「
社
頭
月
」

で
の
歌
人
の
配
列
が
「
旅
宿
時
雨
」
で
は
逆
の
順
序
で
並
ん
で
い

る
。

　

し
か
し
当
該
歌
の
よ
う
な
番
の
配
列
に
合
致
す
る
例
は
、「
国

歌
大
観
」「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
を
見
る
限
り
確
認
さ
れ
ず
、
非

常
に
特
徴
的
な
配
列
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

四
　
出
詠
歌
人

　

先
述
の
通
り
、当
該
歌
合
に
は
計
三
十
二
名
が
出
詠
し
て
い
る
。

出
詠
歌
人
は
、
当
時
の
歌
壇
の
状
況
を
鑑
み
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。（【
図
】
も
参
照
）

【
御
子
左
家
】
融
覚
（
為
家
）・
為
氏
・
為
教

【
反
御
子
左
派
】
真
観
（
光
俊
）・
鷹
司
院
帥
・
中
納
言
・
高
定
・

行
家
・
隆
博
・
基
家

【
中
立
派
】
寂
西
（
信
実
）、
承
明
門
院
小
宰
相
、
実
伊

　

加
え
て
権
門
歌
人
・
院
の
側
近
ら
が
約
二
十
名
と
、
か
な
り
多
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く
出
詠
し
て
い
る
。
専
門
歌
人
の
内
訳
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、

井
上
宗
雄
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
反
御
子
左
派
の
歌
人
が

多
く
占
め
て
い
る
の
が
分
か
る
。
な
お
、
井
上
氏
は
、
雅
言
を

「
真
観
か
行
家
に
近
か
っ
た
よ
う
だ
」、
具
氏
を
「
真
観
や
基
家
の

側
に
近
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な

作
歌
活
動
を
し
て
い
な
い
側
近
の
う
ち
に
も
反
御
子
左
派
と
近
く

し
て
い
た
人
物
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
反
御
子
左
派
は
文
応
元

（
一
二
六
〇
）年
頃
か
ら
宗
尊
親
王
の
威
勢
を
背
景
に
真
観
、行
家
、

家
良
、
基
家
ら
が
『
続
古
今
和
歌
集
』
追
加
撰
者
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
該
歌
合
の
歌
人
構
成
か
ら
も
反
御
子
左
派
の
勢
い
が
増
し

て
い
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　

五
　
判
詞
執
筆
者
に
つ
い
て

　

さ
て
、
当
該
歌
合
は
衆
議
判
だ
が
、
判
詞
の
執
筆
者
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
和
歌
文
学
大
辞
典
」
に
は
「
執
筆
は
誰
で
あ
る
か

不
明
で
あ
る
が
、
記
し
方
や
歌
壇
的
地
位
か
ら
み
て
融
覚
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
み
え
、
近
年
で
は
佐
藤
恒
雄
氏
が
為
家
を

執
筆
者
と
認
定
さ
れ
て
い
る

（
５
）
。
今
回
用
い
た
写
本
の
ひ
と
つ
、
宮

城
県
図
書
館
本
に
も
「
融
覚
詞
ヲ
書
」
と
み
え
る
。
本
節
で
は
判

詞
の
記
載
内
容
や
記
述
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
二
、三
例
を
摘
出
し

な
が
ら
確
認
し
、
融
覚
（
為
家
）
判
詞
執
筆
者
説
を
今
一
度
点
検

し
て
お
き
た
い
。

〔
難
陳
ま
で
の
流
れ
〕

　

当
該
歌
合
は
衆
議
だ
っ
た
た
め
、
歌
が
詠
じ
ら
れ
た
後
に
難
陳

へ
と
進
む
。
こ
の
「
詠
吟
か
ら
難
陳
」
ま
で
の
描
写
に
も
執
筆
者

の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
一
番
の
判
詞
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

『
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
』
未
出
月

　

一
番　

未
出
月　

左
勝　
　
　
　
　
　

女
房

お
ほ
空
の
雲
を
の
こ
さ
ず
ふ
き
な
し
て
風
も
月
ま
つ
け
し
き
な
る

か
な

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
覚

し
ろ
た
へ
に
ひ
か
り
ぞ
に
ほ
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の

は
の
雲①左

右
歌
よ
み
申
し
て
の
ち
両
方
共
存
知
申
す
べ
き
よ
し
仰
あ

り
、
右
方
申
し
て
云
ふ
、
左
歌
題
の
心
詞
の
趣
神
な
り
妙
な

り
無
難
無
咎
之
由
申
之
、
左
方
申
し
て
云
ふ
、
雲
無
要
歟
、

ま
こ
と
に
万
葉
の
ふ
る
き
こ
と
ば
わ
づ
か
に
お
も
へ
る
ば
か

り
に
て
更
に
見
所
侍
ら
ぬ
よ
し
申
し
て
、
尤
以
左
為
勝
之
由

一
同
定
申

　

傍
線
部
①
か
ら
、
左
右
の
歌
が
詠
ま
れ
た
あ
と
主
催
者
で
あ
る

後
嵯
峨
院
か
ら
左
右
共
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
申
す
よ
う
に
と

い
っ
た
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
積
極
的
な

難
陳
を
促
そ
う
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う

に
主
催
者
が
両
方
に
対
し
て
難
陳
を
述
べ
る
よ
う
促
す
発
言
を
す

る
例
は
、建
保
四
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』
一
番
の
「
左
右
各
講
畢
、
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可
申
其
難
之
由
頻
被
仰
」
等
に
確
認
で
き
、
当
該
歌
合
も
こ
れ
ら

の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
比
較
し
た
い
の
が
当
該
歌
合
の
翌
月
に
催
行
さ
れ
、
同

じ
く
衆
議
判
の
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
一
番
の
判
詞
で
あ
る
。『
亀

山
殿
歌
合
』
は
左
方
の
歌
人
で
あ
る
真
観
と
右
方
の
歌
人
で
あ
る

為
家
の
二
人
が
判
詞
を
執
筆
し
て
い
る
。

『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
河
月

　

一
番　

河
月　

左
持　
　
　
　
　

右
大
臣

ゆ
く
末
の
な
が
れ
も
と
ほ
く
大
井
川
水
の
秋
と
や
月
の
す
む
ら
ん

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
氏
卿

か
げ
う
つ
す
君
が
千
と
せ
も
大
井
川
水
の
秋
と
や
月
の
す
む
ら
ん

左左
歌
真
観
①

歌
、
講
師
読
申
之
、
任
承
暦
例
方
人
先
可
詠
吟
之
由
被

仰
、
仍
発
声
詠
之
、

②次
右
歌
、
講
師
読
申
之
、
右
方
人
詠
吟

之
後
、

③各
可
申
是
非
之
由
有
御
気
色
右
方
申
、
左
歌
下
句
同

右
歌
、
又
上
之
二
句
非
珍
、
左
方
申
、
誠
右
歌
同
体
也
、
勘

先
規
一
番
両
首
同
品
之
時
、
優
左
為
勝
、
右
歌
秀
逸
之
時
、

為
持
云
云
、
右
歌
無
指
事
歟
、
尤
任
先
例
可
為
左
勝
歟

右
又
申
、
か
げ
う
つ
す
き
み
が
ち
と
せ
、
為
祝
言
之
上
、
初

句
得
河
月
之
題
、
有
便
宜
之
詞
な
り
、
右
勝
非
無
例
、
争
可

負
哉

左
方
重
難
之
、
か
げ
う
つ
す
は
、
為
君
之
影
非
月
之
光
、
違

背
題
之
本
意
歟
、
然
而
祝
言
猶
難
黙
止
之
由
、
右
方
頻
依
支

申
、
猶
被
定
持
了

後
鳥
羽
院
御
時
歌
合
、
俊
成
卿
判
云
、
お
ほ
か
た
は
歌
合

の
例
と
し
て
一
番
歌
は
左
勝
と
し
、右
す
こ
し
つ
よ
き
時
、

持
と
は
す
る
よ
し
載
之
、
右
方
令
申
請
之
趣
、
已
背
彼
判

言
歟

左右
方
融
覚右
④講

師
読
申
畢
、
各
詠
吟
之
後
、
可
申
存
知
之
由
被
仰
下
、

右
方
申
、
両
首
初
第
二
句
之
外
同
歌
歟
、
不
可
勝
劣
之
由
申

之
、
左
方
、
一
番
左
歌
必
可
為
勝

之
由
被
仰
下
、
右
、
君
が
ち
と
せ
の
大
井
が
は
、
難
定
負
歟
、

左
右
共
可
為
持
之
由
定
申

　

こ
こ
で
も
同
じ
く
、
主
催
者
で
あ
る
後
嵯
峨
院
が
両
方
に
難
陳

を
促
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
真
観
判
を
見
る
と
そ
の
い
き
さ
つ
が

よ
く
分
か
る
。
ま
ず
真
観
判
を
も
と
に
、
難
陳
ま
で
の
流
れ
を
確

認
し
た
い
。

　

傍
線
部
① 

左
歌
が
講
師
に
詠
ま
れ
た
後
、
後
嵯
峨
院
の
「
承

暦
例
に
拠
っ
て
先
ず
方
人
が
詠
吟
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
発
言
が

あ
り
、
方
人
に
よ
っ
て
左
歌
が
詠
じ
ら
れ
た
。

　

傍
線
部
② 

次
に
右
歌
が
講
師
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
、
右
の
方
人

が
詠
吟
し
た
。

　

傍
線
部
③ 

そ
の
後
、
後
嵯
峨
院
の
「
各
々
、
歌
の
是
非
を
申

す
よ
う
に
」
と
難
陳
を
促
す
発
言
が
あ
っ
た
。

　

次
に
融
覚
（
為
家
）
判
の
傍
線
部
④
に
注
目
す
る
と
、
先
に
引

用
し
た
当
該
歌
合
一
番
判
詞
と
近
似
し
た
記
述
が
み
え
る
。仮
名
・

漢
文
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
執
筆
さ
れ
た
内
容
や
用
い
ら
れ
た
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語
句
に
大
差
は
無
く
、内
容
的
に
は
「
左
右
の
歌
が
詠
ま
れ
た
後
、

両
方
が
思
う
旨
を
述
べ
る
よ
う
に
（
後
嵯
峨
院
の
）
仰
せ
が
あ
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
真
観
判
と
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う

に
、
左
歌
が
詠
ま
れ
る
ま
で
や
右
歌
が
詠
ま
れ
る
ま
で
と
い
っ
た

催
行
の
逐
一
や
、
そ
の
合
間
の
後
嵯
峨
院
の
具
体
的
な
発
言
を
つ

ぶ
さ
に
記
録
す
る
の
で
は
な
く
、「
左
右
」
と
催
行
の
様
子
を
一

ま
と
め
に
記
録
し
た
り
、
後
嵯
峨
院
の
発
言
を
や
や
包
括
的
に
執

筆
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。

〔
先
行
例
の
指
摘
の
仕
方
〕

　

ま
た
、
先
行
例
を
指
摘
す
る
際
に
も
為
家
と
思
し
き
特
徴
が
現

れ
る
。

『
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
』
未
出
月

　

六
番　

左
持　
　
　
　
　

兵
部
卿
藤
原
朝
臣
隆
親

か
ね
て
よ
り
影
や
ど
れ
と
や
む
す
ぶ
ら
ん
月
ま
つ
よ
ひ
の
袖
の
白

露
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
資
季

久
方
の
空
に
ひ
か
り
は
み
え
な
が
ら
た
か
ね
の
月
ぞ
猶
ま
た
れ
け

る

右
歌
さ
せ
る
と
が
な
く
き
こ
え
侍
り
し
か
ど
も
、
左
歌
優
な

る
よ
し
申
す
人
人
侍
り
て
為
持
、
下
句
ぞ
、
月
ま
ち
く
ら
す

袖
の
し
ら
露
、
お
な
じ
題
に
ち
か
き
歌
侍
り
け
る

　

傍
線
部
は
、
近
い
時
代
に
類
似
し
た
和
歌
が
存
在
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
や
す
ら
ひ
に
や
ま
こ

え
や
ら
ぬ
な
が
月
の
月
ま
ち
く
ら
す
そ
で
の
し
ら
つ
ゆ
」（『
秋

篠
月
清
集
』
秋
部
・「
月
歌
五
首
よ
み
け
る
に
／
未
出
月
」・

一
一
九
二
）
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、為
家
は
該
当
す
る
箇
所
と
、

先
行
す
る
和
歌
が
「
近
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
に

留
ま
っ
て
お
り
、
誰
の
詠
か
、
何
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
等
の
具

体
的
な
情
報
を
明
記
し
な
い
。
そ
れ
と
類
似
し
た
記
述
が
『
亀
山

殿
五
首
歌
合
』
に
み
え
る
。

『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
野
鹿

　

十
五
番　

左　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言

秋
の
の
の
を
ば
な
が
本
の
露
わ
け
て
思
ひ
あ
り
と
や
し
か
も
な
く

ら
ん

　
　

右
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
家
卿

秋
の
の
の
草
葉
な
ら
ね
ば
棹
鹿
の
こ
こ
ろ
は
か
れ
ず
妻
や
こ
ふ
ら

ん

左
歌
、
下
句
有
同
類
歟
之
由
、
右
方
申
之
、
右
歌
、
本
歌
も

め
づ
ら
し
、
心
詞
優
也
、
殊
宜
し
と
て
勝
に
さ
だ
め
ら
る

右
方
申
、
左
歌
か
や
う
の
事
ち
か
く
き
き
た
る
さ
ま
に
侍
る

に
や
と
て
右
勝
ち
侍
り
き
、
其
座
に
あ
た
り
て
申
し
い
だ
さ

ぬ
事
、
後
日
に
申
し
て
詮
な
く
侍
れ
ど
、
衣
笠
内
大
臣
、
百

首
に
、
お
も
ひ
そ
ふ
と
や
鹿
の
な
く
ら
ん
、
と
よ
み
て
侍
り

け
り       

　

こ
こ
で
も
作
者
名
の
指
摘
と
百
首
歌
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
は
見
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え
る
が
、
や
は
り
催
行
年
や
百
首
の
名
称
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、

和
歌
本
文
は
該
当
す
る
箇
所
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
真
観
だ
と
「
新
勅
撰
、
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
、
お
き

ま
よ
ふ
し
の
の
葉
草
の
霜
の
う
へ
に
よ
を
へ
て
月
の
さ
え
わ
た
る

か
な
、
左
に
も
か
か
る
下
句
侍
り
け
り
」（『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』

河
月
・
五
番
）
の
よ
う
に
、
入
集
歌
集
名
や
作
者
、
和
歌
本
文
を

具
体
的
に
挙
げ
て
細
か
く
言
及
し
て
い
る
。

〔「
い
ま
見
給
ふ
れ
ば
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
〕

　

当
該
歌
合
は
衆
議
判
で
行
わ
れ
て
い
る
為
、
判
詞
は
後
日
改
め

て
執
筆
者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
判
詞
を
執
筆

し
な
が
ら
改
め
て
当
該
歌
合
の
各
番
い
を
回
想
し
、
勝
負
付
け
や

判
定
内
容
を
見
直
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
為
、
催
行
当
日
行
わ

れ
た
難
陳
や
勝
敗
結
果
だ
け
で
な
く
、
執
筆
者
の
見
解
が
記
さ
れ

た
判
が
散
見
さ
れ
る
。
執
筆
者
の
見
解
が
提
示
さ
れ
る
皮
切
り
に

用
い
ら
れ
る
の
が
、「
い
ま
見
給
ふ
れ
ば
」
等
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ

る
。
当
該
歌
合
で
は
、「
未
出
月
」
題
十
五
番
と
「
欲
入
月
」
題

六
十
八
番
に
て
「
い
ま
見
給
ふ
れ
ば
」
が
登
場
す
る
。

『
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
』
未
出
月

　

十
五
番　

左
持　
　
　
　
　
　

左
大
弁
源
朝
臣
雅
言

く
る
る
ま
は
山
の
あ
な
た
の
月
影
も
思
ひ
や
ら
れ
て
は
る
る
空
か

な
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠
継

山
の
は
を
か
こ
ち
や
せ
ま
し
秋
の
夜
の
月
の
た
め
な
る
へ
だ
て
な

ら
ね
ど左

さ
せ
る
と
が
な
し
、
右
、
へ
だ
て
な
ら
ね
ど
、
勝
つ
べ
き

に
あ
ら
ず
と
て
為
持
、
い
ま
み
た
ま
ふ
れ
ば
、
く
る
る
は
る

る
と
ぞ
侍
り
け
る

こ
の
よ
う
に
、
判
詞
を
執
筆
し
た
人
物
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
際

に
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
る
の
だ
が
、「
新
編
国
歌
大
観
」
で

検
索
す
る
と
、類
似
し
た
形
も
含
め
以
下
の
よ
う
な
例
が
挙
が
る
。

《
先
行
例
》

・『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』（
臨
期
違
約
恋
・
五
番
）

衆
議
、
俊
成
が
執
筆
「
静
に
み
給
ふ
れ
ば
」

・『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』（
冬
恋
・
十
六
番
）

衆
議
、
俊
成
が
執
筆
「
い
ま
し
づ
か
に
み
給
へ
れ
ば
」

・『
千
五
百
番
歌
合
』（
春
二
・
百
二
番
）

忠
良
「
い
ま
見
侍
れ
ば
」

《
同
時
代
》

・
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』（
八
百
八
十
七
番
）

基
家
「
よ
く
よ
く
し
づ
か
に
見
侍
れ
ば
」

・『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』（
山
紅
葉
・
廿
一
番
）

衆
議
、
真
観
が
執
筆
「
し
づ
か
に
お
も
ふ
た
ま
ふ
れ
ば
」

《
為
家
》

・
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』（
早
春
霞
・
十
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
し
づ
か
に
今
み
侍
れ
ば
」
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・
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』（
初
秋
露
・
十
二
番
）
衆
議　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
ま
み
た
ま
ふ
れ
ば
」

・　
　
　
　

同　
　
　
　
　
（
朝
草
花
・
四
十
三
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
ま
見
侍
れ
ば
」

・　
　
　
　

同　
　
　
　
　
（
名
所
月
・
百
二
十
二
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
ま
見
給
ふ
れ
ば
」

・　
　
　
　

同　
　
　
　
　
（
寄
月
恨
恋
・
二
百
四
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
今
見
侍
れ
ば
」

　

あ
く
ま
で
「
新
編
国
歌
大
観
」
の
検
索
結
果
で
は
あ
る
が
、「
い

ま
見
給
れ
ば
」は
、（
他
の
判
者
に
も
一
～
二
例
程
度
は
見
え
る
が
）

と
り
わ
け
為
家
の
判
詞
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る（

６
）。

　

以
上
、
当
該
歌
合
の
判
詞
を
つ
ぶ
さ
に
み
て
ゆ
く
と
、
催
行
当

日
の
次
第
の
記
述
の
仕
方
や
先
行
歌
の
指
摘
方
法
、
さ
ら
に
為
家

判
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ
が
当
該
歌
合
に
も
二
例
用
い

ら
れ
て
い
る
等
、
当
該
歌
合
の
判
詞
執
筆
者
が
為
家
だ
と
あ
ら
た

め
て
追
認
し
得
る
表
現
上
の
特
徴
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
『
八
月
十
五
夜
歌
合
』
に
関
す
る
基
礎
的
事
項
を

縷
々
確
認
し
た
。
今
後
も
注
釈
作
業
を
進
め
、
和
歌
の
表
現
や
判

詞
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
ゆ
く
こ
と
で
当
該
歌
合
の
性
格
や
特
色
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
考
究
し
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
『
寛
元
元
年
『
河
合
社
歌
合
』
注
釈
と
研
究
』
（
「
尾
道

大
学
日
本
文
学
論
叢
」
別
冊　

平
成
22
年
12
月
）

（
２
）
「
尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
」
11
号
（
平
成
24
年
３

月
）
に
掲
載
予
定
。

（
３
）
井
上
宗
雄
氏
『
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
（
平
成
９
年

風
間
書
房
）

（
４
）
位
藤
邦
生
氏
「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
の
読
解
―

「
未
出
月
」
題
の
判
詞
を
中
心
に
し
て
―
」
（
「
福
山
大

学
人
間
文
化
学
部
紀
要
」
平
成
24
年
３
月
）
に
掲
載
予

定
。

（
５
）
佐
藤
恒
雄
氏
『
藤
原
為
家
全
歌
集
』
（
平
成
14
年　

風
間

書
房
）

（
６
）
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
藤
川
功

和
氏
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
藤
原
為
家
―
十
番

判
詞
「
し
づ
か
に
今
み
侍
れ
ば
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」　

（
「
古
代
中
世
国
文
学
」　

平
成
17
年
５
月
）
に
指
摘
が

み
え
る
。
な
お
、
藤
川
氏
は
「
し
づ
か
に
」
と
い
う
表
現

を
含
ん
だ
用
例
に
つ
い
て
の
み
検
討
を
加
え
て
お
り
、
本

稿
で
検
討
し
て
い
る
当
該
歌
合
の
用
例
等
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

 
─
よ
し
い　

さ
お
り　

日
本
文
学
科
三
年
生
─
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【
別
表
】
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【
図
】

【
六
条
藤
家
】

兼
家

道
綱

資
季

道
長

基
実

兼
実

忠
良

良
経

基
家

基
良

良
教

家
良

経
平

知
家

隆
博

行
家

良
実

実
経

基
通

道
家

家
実

兼
経

基
平

高
定

中
納
言

鷹
司
院
帥

【
反
御
子
左
派
】

真
観

重
家

（
顕
昭
）

清
輔

顕
季

顕
輔

有
家

顕
家
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信
実
（
寂
西
）

為
経

【
中
立
派
】

美
福
門
院
加
賀

隆
信

定
家

俊
成

弁
内
侍

後
深
草
院
少
将
内
侍

藻
壁
門
院
少
将

為
家
（
融
覚
）

後
嵯
峨
院

【
御
子
左
家
】

為
教

為
相

為
氏

亀
山
天
皇

後
深
草
天
皇

公
相

女
子

全
子

公
経

実
雄
実
氏

公
雄

　

子

家
隆

承
明
門
院
小
宰
相



－ 74 －

【
師
実
流
藤
原
家
】

【
村
上
源
氏
】

通
成

実
伊

家
経

忠
経

通
氏

通
方

雅
継

定
雅
師
継

家
忠

兼
雅

経
実

経
宗

頼
実

頼
平

後
深
草
院
二
条

伊
平

（【
中
立
派
】）

資
平

雅
言

具
氏

忠
継

四
条
隆
衡

隆
親

通
雅
長
雅

雅
忠
式
乾
門
院
御
匣

実
伊

顕
房

雅
兼
国
信

雅
実

雅
具
顕
平

通
親

通
光


